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平成25年度　第3回大阪府河川整備審議会　治水専門部会　議事要旨
日　時
：平成25年11月28日（木）10:00～11:50
場　所
：大阪赤十字会館　4階401会議室
出席者　 ：多々納部会長、中谷委員、堀委員、道奥委員　計４名　（欠席：田中丸委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 淀川水系神崎川ブロック（糸田川・上の川）の当面の治水目標について
○計画降雨について、糸田川・上の川流域の特性から日雨量だけではなく、短時間での降雨量も検証をするべき。
○流出計算のモデル図を示し、貯留施設との関係をわかるようにすること。
○貯留管と放水路の管径が異なるが、両案の費用の差が少額である要因は何か。
●貯留管は貯留するボリュームから管径を設定し、放水路は流下させる流量から管径を設定している。

○上の川について、管径3mの貯留施設をつくっておいて、将来計画規模が大きくなったときに、ちょっとの投資で放水路にすることは可能か。
●可能であるが、圧力管として運用する必要があり、少し検討が必要。また、貯留管の下流端にさらに調節池を設置するなど今の投資が無駄にならないように検討していく。

○河道拡幅案について、どちら側への拡幅を考えているのか。右岸側の道路の幅員を少し狭くして対応できないのか。
●河道拡幅案では、基本的に左岸側への拡幅を考えている。なお、右岸側の道路は現状でも一方通行であり、幅員を狭くすることは困難。

○コストと便益のバランスをみると、そもそも事業として成り立つのか。右岸側の道路の横の住民が、被害軽減効果を享受するのだが、１軒あたりの投資額としてみると、比較的大きいかと思う。後戻りできるわけではないので、将来の役にも立つ投資を考える必要がある。
○貯留管・放水路で、施工上の問題はないのか。地下に支障物があるとコストがかさむことも考えられる。地下構造物の維持管理費や工事費の不確実性について整理すること。
○糸田川については、現時点で目標とする治水レベルに達していることから、当面の治水目標を「現状維持」とする。上の川については、当面の治水目標を時間雨量50ミリ程度（57.5ミリ）対策とする。上の川の治水手法については、3案に大きな差があるとは認めがたいので、資料を再整理のうえ、河川整備審議会で議論することとする。
(1) 淀川水系神崎川ブロック（糸田川・上の川）の当面の治水目標の設定について


・糸田川については、当面の治水目標を現状維持することで了承。


　・上の川については、当面の治水目標を時間雨量50ミリ程度（57.5ミリ）対策とすることで了承。


　　なお、治水手法については、3案に大きな差があるとは認めがたいので、資料を再整理のうえ、河川整備審議会で議論することとする。
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